










































江戸前期写。袋綴一冊。縦二二 ・ 九×横一六 ・ 二㎝。表紙以外全二五丁。藍色工字崩し文様表紙。楮紙。外題「方丈記」 （左上に打付書） 。内題なし。一面八行。漢字交り平仮名文。 「月影は」歌あり。奥書「雖悪筆憚多候、御望故、玄旨之本にて書写畢」 。前表紙見返しに貼付された極札に「細川殿友済公
方丈記


















































































































































































































































































本にある右の二つの幽斎の奥書と同じ奥書を有していて、 「慶長三年五月十五日の奥書を持つ幽斎自筆本の転写本と見られる」こと、すなわち、幽斎が き与え慶長三年五月十五日に校合を加えた本＝慶長三年幽斎校合本の転写本であるらしいことを、明かしていた。そして、同本と保最本との関係につき、保最本は「幽斎自筆本を祐智なる人が書 しておいたものを、さらに保㝡が転写したもののようにも、一往は考えられ」 、そうだとすれば同本は、幽斎による同じ奥書を持つ「土肥博士本と同一の本文を有するはずと思われるが、実際について比較する 、かならずしもそうではなくて、双方の間には、しばしば親子または兄弟 関係の存在を疑わしめるような点が少なくない」という、検討結果 提示し いる。つまり、右に掲げた幽斎 二つの奥書を有する保最本は、土肥慶蔵旧蔵本と同じく慶長三年幽斎校合本の転写本であるかのよう 思われるが、実際はそうではないとい ことである。　
しかし、慶長三年幽斎校合本にあるべき奥書を載せているのだから、保最本が同本と全く無関係というわけではない













































































































































も余程近く、そのうえさらに、同本（の転写本）との共通異文を相当数含んでいるのである。土肥慶蔵旧蔵本も慶長三年幽斎校合本も直接見ることができず、それらと逐一比較対照して確認することはできないのだが、上のような状況からは、③「細川友済」本も土肥慶蔵旧蔵本と同様、慶長三年幽斎校合本の転写本である、ということ 想定されてこないだろうか。その想定通りであ ならば、③が慶長三年幽斎校合本（の転写本）と余程近くて独自異文を共有していも、無論何ら不思議ではないことになる。また、先に引いた保最本の奥書 うち第一、第二の奥書が、土肥慶蔵旧蔵本にもあり、 幽斎が書写し校合を加えた慶長三年幽斎校合本 奥書であると見られること、 先述 通りだが、 同奥書に「幽斎玄旨」などと見えるから、③がその慶長三年幽斎校合本の転写本である すれば、先掲通り③が奥書に「……玄旨之本にて書写畢」と記すのも、極めて自然に説明がつくだろう。そして、 「玄旨之 」が慶長十年幽斎自筆本 はあり得まいことは先に述べたが、実はそれは慶長三年幽斎校合本の方であったということになる。　
ただ、③が慶長三年幽斎校合本の転写本であるならば、同じ慶長三年幽斎校合本（の転写本）によって校合を加えた










点に注意するならば、上の不安は氷解す 。 「流布本系統の長文二箇所」とはある武士の子の記事と「おほかた世をのがれ」の一小節であるに違いなく、慶長三年幽斎校合本の転写本である土肥慶蔵旧蔵本も、それら両記事を含んで③と同じ形に混態した本文を有して たようである。つまり、③が先述通りの混態した特異な 文になっているのはむしろ、③が慶長三年幽斎校合 の転写本では いかとの想定に、一つの大きな裏付けをもたらすものとな に違いない。　
ここに至って、③「細川友済」本が慶長三年幽斎校合本の転写本であること、最早ほぼ動かし難いところとなったの
ではなかろうか。ならば、先述通り、土肥慶蔵旧蔵本は見ることできず、慶長三年幽斎校合本の他の伝本も知られないので、今のところ③「細川友済」本が、慶長三年幽斎校合本の全貌を窺い知ることの き 唯一の伝本 いうことになる。慶長三年幽斎校合本の全貌が③によって明らかに ったとすれば、それと慶長十年幽斎自筆本と 関係が改めて検討されなければならないところであろうが、今は、③と慶長十年幽斎自筆本との関係について 述した、両者一致しい反面、並々ならぬ関係を予測させるような共通性も認められるということが ほぼそ まま、慶 三年幽斎校合本と慶長十年幽斎自筆本との に当てはま ことになるという点だけを確認し おいて 具体的 いかなる関係にあるのかなどについては別 機会に譲る ととしたい。　
なお、③の前表紙見返しに貼付された極札に「細川殿友済公」とあることについて、中前略目録稿 は「細川幽斎の






















































































































































































































































の資財、かすをつくして空 あか 、ひ たふ
　
き板 たくひ 冬の木の葉の風 みたるゝか55ことし。ちりを煙のことくにふきたてぬれは す
　













































































































































































































































































































































































































































































































なる時も、声をあけてなくことな 。進退やすからす たち205いにつけてをそ のゝく。たとへは、雀の鷹の
　
































































































































































































































































もし桂の風葉を らす暮には、潯陽 江をお ひや
　











































































































































ゐてのち、やむこと き人のかくれ給つるも あまた こ
　
ゆ。まして、そ 数な ぬたくひ、つくして れをしるへ315からす たひ〳〵の炎上にほろひたる家 またい そは
　





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































対して、 「ナカイ」と墨校 が右側に加えられるとともに左側 は朱で「
、、
」が記されている。 「つる」という本文は考え
難いので、朱校合は、対校本が「つかは 」でなく墨 本文 「つなか 」 なっていることを示したのであ
122
ろう、と考えておいた。また、
126の場合、 「同し比」に対して、右側の墨校合が「建久元年七月九日」とするうえに朱の合
点（ 「＼」 ）が加えられ、左側に朱で「
、、、
」と記されている。やはり、朱校合は、対校本が墨校合本文と同じ本文となっ
ていることを示しているのであろう。
252の場合、碧冲洞叢書「解題」が指摘する通り、流布本に特徴的な本文「世をのかれ
……残れり」 （前掲
c参照）が貼付された紙片に墨書され、同本文の該当する箇所に墨で△印が付されている。そして、 「世
をのかれ……」の冒頭部に朱の合点が見られる。これも、朱校合が施された際の対校本に上記本文が存することを意味するものと解し おいた。以下の表では、朱校合の対象になっているのと同一の本文について見られる墨校合本文のみ〔
　
〕に
入れて掲げておいた。
・以下の表は、全体的な傾向を窺うためのものであって、 「合致」 「相違」の判断など必ずしも厳密でない面が存する。
保最本朱校合箇所
「細川友済」本
慶長十年幽斎自筆本
名古屋本
1人
0
たかきいやしき
の
0
住居
5たかきいやしき人、すまひ
6たかき賤き人のすま居
2た
0
まことかと
かき
00
いやしき人かと
0000000
 
0 （
以
上
6
オ）
6○
8○
3むかしより
00
有し
7○
8○
○
4まれなり◦
とこたへぬ
7○
9○
○
5大きなる
000
家
8○
10○
○
6ちいさ
000
き
0 小
家に
0 と
なる
9○
10○
○
123 京都女子大学図書館所蔵「細川友済」本『方丈記』
7所も◦
かはらす
人も
9○
11所もかはらて人も
○
8、 、二三十人
10○
12○
9◦たゝ
水の泡に
 
（
6
ウ）
12○
14○
○
10た
、 、れか為にか
0
0
14○
16誰か為にか
11あらそ
、 、ふへる
さま
16あらそふさま
19あらそふさま
12或は露は
0
落て
17○
20○
○
13花
、 、はしほみて
 
（
7
オ）
18○
21○
○
14春秋をゝく
、 、れる
20○
24○
○
15や◦
や
たひ〳〵に
0
成ぬ
21やゝたひ〳〵に成ぬ
25やゝ度々に成ぬ
16戌時はかり
、 、により
23戌の時はかりに
27戌の時はかりに
17東
0
たつみ
南
0
0
23東南
27東南
18西
0
いぬい
北
0
0
24○
28西北
124
19塵灰と成
、 、にき
 
（
7
ウ）
25塵灰となりにき
30ちり灰と成にき
20ひろけたるか
0
ことく
28○
33○
21灰を吹立ぬ◦
れは
30○
36○
○
22風にたへす みた
した
る炎
32○
38○
23二
0 一
三
0 二
町
 
（
8
オ）
33○
39○
24ほのほにま
、 、くつは
れて
35○
41ほのをにまくられて
25灰燼と成
、 、にき
37灰燼となりにき
43灰燼と成にき
26いく
、 、そはくそ
38いくそはくそ
44いくそはくそ
27此度
般
 
（
8
ウ）
38○
44此たひ
28死
、 、すぬ
る者
40○
47○
○
29辺際
、 、をも
しらす
41○
48辺際をしらす
○
30皆ヒ
をろかなる
42○
48○
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31心を悩
ナヤマ
す
43○
50○
32あちきなくそ侍る◦
ヘキ
44○
51あちきなくそ侍る
○
33中御門京極のほと◦
り
より
45○
52○
○
34いかめしく吹事◦
侍き
46○
53○
○
35二
0 三
三
0 四
町
 
（
9
オ）
47○
54○
○
36吹まくる間◦
に
47○
55○
○
37残
れるも有
 
（
9
ウ）
50○
58○
○
38煙のことく◦
に
55○
63けふりのことく
○
39かはかりに そと
、 、そおほえし
58かはかりにこそとそおほえし
66かはかりにこそとそ覚し
40坤ひつしさる
 
（
10
オ）
60○
69○
○
41吹物なれと
、 、も
62○
71吹風なれ共
○
42かゝる事や◦
は
ある
63○
71○
126
43、 、治同キ
、 、承四年
64○
73○
44、 、四数
百
、 、余歳
68○
76○
45事なる
、 、にゆへなくて
 
（
10
ウ）
68○
77○
46世◦
の
人
69○
78○
○
47理り◦
に
も過たり
70○
79○
○
48されと
、 、も
71○
79されとも
49皆
、 、悉うつり給ぬ
72○
81皆こと〳〵くうつり給ぬ
50思ひをかけ◦
たる
74おもひをかけ
83思ひ
、 、けを
かけ
51主君の
、 、御かけ
74○
83○
○
52たのむ程の人◦
は
75○
83○
○
53一日成ともとて
ヒ く
 
（
11
オ）
75○
84○
○
54とまり◦
おり
77○
86○
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55家
はこほたれ壊ち
00
て
79○
88○
56牛車を用い
ヒ
んヒ
とする
81○
90○
○
57東北◦
国
の庄園
82○
91○
○
58をのつから
こと
のたより
83○
92○
○
59、 、摂津国
 
（
11
ウ）
84○
93○
60山にそ
、 、ひはたち
て
86山にそひて
95山にそひて
61かまひすしくして
00
0
87○
96○
○
62造れるにか◦
あらん
 
（
12
オ）
91○
100○
○
63あれ
、 、はて
93○
102○
64なけく
0 き
0
96○
105歎く
65乗へき
、 、人は
97○
106のるへききはゝ
66、 、多
、 、く直垂をきたり
 
（
12
ウ）
98○
107おほく直垂を たり
128
67世
、 、間中
うきたちて
101○
110○
68帰給ひ◦
に
き
103○
112○
○
69壊ち
、 、渡出
せ
りし
 
（
13
オ）
103○
113こほちわたせりし
70御貢
調
物
108みつきもの
118○
〈欠損〉
71昔になす
そ
らへて
110○
120昔になすらへて
72二年
とせ
111○
121二年
73世
、 、中間
112世中
122世中
74飢
、 、饉渇
112○
122○
75大風洪
大
水
 
（
13
ウ）
113○
123○
76いとなみのみ
00
有て
115○
125○
77そめきは
0
なし
115○
125○
78或は
下家を……或は
上地を……
116家を……地を……
126或家を……或地を……
129 京都女子大学図書館所蔵「細川友済」本『方丈記』
79山にすみ
む
116山にすみ
127？
　
山に住
80さかひを出
、 、ぬ
117さかひを出ぬ
127堺を出ぬ
81都京
のならひ
 
（
14
オ）
119○
129○
82、 、思ねんし
ひ
0
わひて
0
0
121念しわひて
132念しわひて
83金を軽くし
て
124○
134金をかろくし
84かくのことくからう
000
して
 
（
14
ウ）
126○
136○
85ゑ
疫痛きれい
127疫癘
137疫病
86世の
00
人みな
128○
138○
87さまに
0 少
水の魚のたとへ
129○
139○
88はてに
0
は
129○
140○
○
89乞ありくかく
0 と
す
0 み
れは
131○
142こひありくかとすれは
○
90たふれふ
0 し
し
0 ぬ
0
131たふれふし死ぬ
143たふれふししぬ
130
91又
0
築地の
132○
143○
92うへ死ぬる者の
00
類
132うへしぬるものゝたくひ
144うへしぬるものゝ類
93かすを
0 も
しらす
 
（
15
オ）
133○
144○
94河原なとに◦
は
135○
147○
○
95行ち
0
かふ
136ゆきちかふ
148行ちかふ
○
96あやしき
0 の
しつ山かつ
136○
148○
97ともしく成ぬ
0
行れ
0
は
137○
149○
○
98市に出てうる◦
に
138○
150○
○
99命
をさそふる◦にたに
 
（
15
ウ）
139いのちをさゝふるにたに
151命をささふるにたに
100相交
、 、はれり
141○
154○
101すへきかたなき者◦
の
142○
154○
102古き
、 、堂寺
142○
155○
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103堂
、 、塔の物の具
143○
156○
○
104わりくた◦
き
ける
、 、となりけり
00
0
143わりくたきけるにや
156わりくたきけるにや
105わさをなんみ
、 、る侍し
145○
158○
○
106事◦
と
も侍き
 
（
16
オ）
145ことも侍りき
159事も侍りき
107、 、夫妻
、 、子夫
146○
159夫妻
108その思
0
心さし
ひ
0
0
146○
160其思ひ
○
109そのゆへに
0 は
0
147○
161○
○
110たま
00
〳
、〵えたる
149○
162○
111定まれる事
0
ことく
に
0
て
0
0
150さたまれる事にて
164定れる事にて
112母の
0 か
命つきたるを
151○
165○
○
113なき
00
乳を吸て
 
（
16
ウ）
152○
166○
114有けり
ル
152○
166有けり
132
115聖ヒ
あまた
154ひしりあまた
168聖あまた
116かたらひて
0
つゝ
0
154○
168かたらひて
117みゆるこ
0
所に
と
0
0
155みゆることに
169みゆる毎に
118京極よりは
0
西
158京極よりは西
172京極よりは西
119朱雀よりは
0
東
 
（
17
オ）
158朱雀よりは東
173朱雀よりは東
120四万二千三百あ
余まり
159○
174○
121、 、又河原
160又河原
175又川原
122崇徳院御在
ヒ
位
163○
178○
123ためし◦
は
有けると聞と
00
0
163ためし有けるときけと
178ためし有けりときけと
124其世の
00
有様
164○
179○
125まのあたりみる
00
 
（
17
ウ）
164○
179○
126同
0
＼ 〔建久元年七月九日〕
し比
00
　　
165○
180○
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127其◦
有
様
166○
182○
○
128いはほ
、 、わやふ
れて
168いはほわれて
184いはほわれて
○
129道行駒
0 馬
0
170○
186道行駒
130足のたて
0 ち
と
170○
186足のたてと
131ほとりに
0
は
170○
187ほとりには
132村
0 在々々
0
所々
 
（
18
オ）
171○
187村々所々
○
133家の破るゝ音は
0
0
173○
190○
134◦又
地われぬ
175○
192○
135空を
0
にも
飛へ
ヒ あ
からす
175空へもとひあからす
192空をも飛へからす
136龍なら◦
ね
は
176○
193○
137雲にものほ ん
0 す
0
176○
193○
138とこ
ヒ
そ覚え侍し
177○
194とこそ覚侍れ
○
134
139ふれ
ヒ
る事
186○
195ふれる事
140そのなこり◦
は
 
（
18
ウ）
187そのなこり
196その名残
141よのつね
0 に
驚く
187○
196○
○
142日毎一
0
日ませ
189○
199○
143その名残は
0
0
190○
200○
144害をなせ
0
すものなれ
とも
191○
201○
145斉衡の比か
0
とかや
とよ
00
0
192○
202斉衡の比とか
○
146み御頭
くし
 
（
19
オ）
193みくし
203みくし
147侍けれと◦
も
194○
204○
148人皆
00
あちきなきことを◦
人皆
のへて
195○
205みな人あちきなき事を述て
149いさゝか◦
の
心のにこりも
196いさゝか心のにこりも
205聊心のにこりも
150うすらき
0
ける
196○
206○
○
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151したかひつ
0 て
ゝ
0
 
（
19
ウ）
200○
210随つゝ
○
152かなはすして
00
0
202○
212かなはすして
153事は
0
あれとも
203○
213○
154切な
、 、るれ共
時も
00
0
203甲なる時も
214切なる時も
155◦雀の
たかの巢に雀の
00
0
205○
216○
○
156ちかつく
0
ける
かことし
206○
216○
157貧
0
まとし
くして
206○
217貧くして
158隣におれ
ヒ
る者
 
（
20
オ）
207○
217隣にをれる者
○
159出入も
0
妻子
僮僕の
208○
219○
160人の
0
蔑なるけしき
209○
220○
161心は
0
念々にうこきて
209○
221○
162炎
0
火事
上
0
ある時
211○
222炎上ある時
136
163煩多し
0
〔クイ〕
0
212○
224○
○
164盗賊
0 人
 
（
20
ウ）
212盗賊
224盗賊
165かろしめらる◦
ル
214かろしめらる
226かるしめらる
166財あ
0
多けれ
れ
0
は
214○
226○
167をそれ◦
の
多く
214をそれおほく
226恐れ多く
168恩愛につか
0
〔ナカイ〕
は
0
る
216○
227恩愛につかはる
169身ヒ
くるし
 
（
21
オ）
217身くるし
228身くるし
170跡とゝ
0
むる
222○
233あととゝむ
171事◦
を
えす
222○
234○
○
172門を
0
たつるたつき
 
（
21
ウ）
226○
238○
173あられ
ヒ
ぬ世
229○
242○
174思
0
ねんし
ひ
0
すくしつゝ
230○
242○
○
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175其◦
間
折〳〵の
231○
243○
○
176家を出◦
て
 
（
22
オ）
232○
245家をいて
○
177◦むなしく
大原山の雲にふして
235○
248○
○
178更に
0
0
237さらに
250更に
179一夜の宿をつ
0
く
0 か
り
238○
252○
180蝅かいこ
238○
252○
181又
0
百分か一にたに及はす
 
（
22
ウ）
240○
254○
182年〳〵◦
に
たかく
241○
255○
○
183広さ◦
は
242○
256○
○
184高き
0 さ
は
 
（
23
オ）
243○
257○
○
185車の力を
0 の
むくふ
248○
263○
186◦その前に堞をし
その西に
252その面に堞をし、そのにしに
267其面に
138
187しやうしをへ
0
たてゝ
253さうしをへたてゝ
268障子をへたて
188阿弥陀◦
仏
 
（
23
ウ）
253○
268阿弥陀
189西面
ヒ 南
ヒ
256西面
271西おもて
190黒き
0
皮籠
256くろき皮子
272○
191三合をゝ◦
き
けり
256三合をおけり
272三合をゝけり
192一張をた
、 、てつ
258○
274○
○
193折琴
箏次琵琶
つきひは
 
（
24
オ）
259折箏続琵琶
274おり箏続琵琶
194軒に
ヒ
ちかけれは
261○
277○
195西晴た
0 て
り
0
0
263西はれたり
279西晴たり
196かたらふことに
0
〔クニシテイ〕
 
（
24
ウ）
265かたらふこと
282かたらふ事
197かなしむかと聞ゆ
0
0
267○
284かなしむかときこゆ
○
198守るとしも
0
なけれとも
 
（
25
オ）
272まもるとしもなけれとも
290守るとしもなけれ も
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199満◦
誓
阿弥
275○
293○
○
200風情をぬすみ
0 む
0
275○
293風情をぬすみ
201相おもひやり
像て
276○
294○
202源都督の
0
なかれ
こなひ
000
0
277○
295○
203悦はしめんと
0
には
0 も
あらす
 
（
25
ウ）
280よろこはしめんとにもあらす
298よろこはしむるとも非す
204◦ひとつの
柴の庵り
281○
300○
○
205遊
0
あそひありく
行す
00
0
284○
302遊行す
206我
0
是は
六そち
285○
303○
207殊外なれとも
0
0
285○
303○
○
208或
0
有時は
は
0
つはなをぬき
286或はつはなをぬき
304或つはなをぬき
209或
0
有時
はすそわの
 
（
26
オ）
287或はすそ の
305或はすそ
はイ川の
210あ
0
ぬし
る
0
し
0
 
（
26
ウ）
291○
309○
○
140
211いはまにま
0
まいり
うて
00
0
294○
312岩間にまうて
212或は
00
石山をおかむ
294○
312或石山をおかむ
213粟津か
0 の
原
294○
313○
○
214蝉丸の◦
哥の
翁
295せみかの翁
313蝉歌の翁
215とふらふ
0 ひ
0
295○
314○
○
216猿丸の
0
まうち君
296○
314○
○
217基
0 墓
を尋ね
0 ぬ
0
296○
315○
○
218帰◦
ル
さ
 
（
27
オ）
296○
315○
○
219鳴を聞ても
0
0
303なくをきゝては
322啼をきゝても
220山ならねは
0 と
0
306○
326○
○
221山中のけ
景色
しき
307山中の景気
327山中の気色
222折につけ
、 、てつゝ
 
（
27
ウ）
307おりに付て
327折につけて
○
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223人のために
0000
は
 
（
28
オ）
308○
329ためには
224かりの庵り
0
のみ
316○
337○
○
225かん
な
318かう
な
340かうな
226ちいさき
少
具
318○
340ちいさき貝
227身をし◦
れ
るによりて也
318○
341身をしるによりて也
228世をしれ◦
ら
は
 
（
28
ウ）
320○
343○
229た
0
はしらす
のします
0000
0
321ましらす
346ましらす
○
230身のために
、 、はせす
323○
346身の為にはせ
231眷属の為に
000
、…0
、…或は0
00
主君
324けんそくのために……或は主君
346眷属の為に……或は主君
232身の為に結
0
つくる
へり
00
0
326身のためにむすへり
349身の為にむすへり
233人のために作らぬ
0 す
0
326○
349人の為に非す
○
234我
0 此
身のはて
 
（
29
オ）
327○
350○
○
142
235ひろく造◦
れ
るとも
329○
352○
○
236たゝすへて
000
絲竹花月を
 
（
29
ウ）
332○
355○
○
237奴婢とな
0
する
す
0
にはしかす
335○
359○
238奴婢とする
0
なら
0 れ
は
336奴婢とするならは
360やつことするとならは
239な
0
すへき事あれは
 
（
30
オ）
336○
361○
○
240一身をわか
0 け
ち
0
て
341○
366一身をわかちて
○
241二ヒ こ
の用をなす
341二の用をなす
366二つの用をなす
242手のや
0
下へ
つこ
00
0
341○
366手のやつこ
243我心にかなへ
0 ふ
り
0
0
342わか心にかなへり
367我心にかなへり
244くるしみ
0 き
をしれは
342○
368くるしみをしれらは
○
245くるしむ
0 き
時
343○
368くるしむ時
○
246やすめ
0 み
0
343○
368やすめ
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247心をうこ
0
かす
 
（
30
ウ）
345心をうこかす
370心をうこかす
248◦又
罪業也
347○
373○
○
249をろそ
0
かなれとも
 
（
31
オ）
352○
378をろそかなれとも
250昔と今と
0
0
354むかしといまと
380昔と今と
251なす
0 そ
らふる
354○
381○
252＼ 〔世をのかれ……残れり〕
355○
381ナシ
253さひしきすま
0
みか
ゐ
0
0
362○
383住居
254骨
0
乞丐に
骸
0
と
0
なれる
 
（
31
ウ）
363○
384○
255一期の月影
ヒ
369一期の月影
391一期の月影
256余算◦
の
山のはに
 
（
32
オ）
369余算山のはに
392余算山のはに
257わさを
ヒ か
か
0
かこたんとする
371○
393わさをかかこたんとする
258よ
0 用
し
0
なき楽
374○
395○
144
〈付記〉　
・小稿を成すに当たって、京都女子大学図書館および武庫川女子大学附属図書館よりご高配を賜りました。記して深謝申
し上げます。
　
・慶長十年幽斎自筆本の翻刻は久田が担当し、中前が確認した。それ以外は、中前が原稿を作成し、その入力作業などを
久田が担当した。さらに、全体について両者が確認作業を行った。
 
（本学教授）
 
（平成二十八年度本学大学院文学研究科博士前期課程国文学専攻修了）
259みつから
自
376○
398みつから
260おこなはん
0
為也
 
（
32
ウ）
377○
400○
261周利
梨般槃特
380○
403周梨槃特
262若ヒ
是
381もしこれ
404若是
263答る
0 す
事
0
、…
、…不
0 不情祥
0
の
0
阿弥陀仏
382こたふること……不情阿弥陀仏
405答る事……不情阿弥陀仏
264建暦の
0
二とせ
 
（
33
オ）
384建暦の二とせ
407建暦の二とせ
